
取取取取    扱扱扱扱    説説説説    明明明明    書書書書    

梱包部品 下記の部品がすべてあるか確認してください 
1 ・ベルト     ２本は本体に取付済み 6本 
2  ・ハッチピン            4本 
3  ・Ｒピン                           5本（予備１個） 
4  ・ワッシャー             5個（予備１個） 
5  ・バネ               2本 
6  ・バネ止め                   2本 
7  ・筋交い                    1本 
8  ・アーム                    2本 
9・排雪版                      1個 
10・ハーネス                   1個 
11・ゴムマット                  2枚 
12・アンテナ                   2本 
13・S字フック ベルトにに取付済み   2本 

ベルト６本 Ｒピン5本 
（予備1個） 

バネ止め２本     

筋交い １本    

アンテナ ２本     

ハーネス １個     

全全全全    体体体体    図図図図    

ハッチピン4本 

ワッシャー5個 
   （予備1個） 

上上上上    

下下下下    

リングが両端にある方リングが両端にある方リングが両端にある方リングが両端にある方    

                    が上ですが上ですが上ですが上です    

下下下下    

上上上上    

排雪板 １個     

作業用機械作業用機械作業用機械作業用機械のののの為為為為    危険危険危険危険    がががが伴伴伴伴いますいますいますいます！！！！！！！！    
このこのこのこの取説取説取説取説をををを良良良良くおくおくおくお読読読読みになってみになってみになってみになって下下下下さいさいさいさい    

ゴムマット 

   2枚 S字フック ２本     



手順手順手順手順A・アームと筋交いの組み・アームと筋交いの組み・アームと筋交いの組み・アームと筋交いの組み

②4カ所を 

 ワッシャーとＲピン 

 で固定します。 

手順手順手順手順B・車体ベルトの取付け・車体ベルトの取付け・車体ベルトの取付け・車体ベルトの取付け    

手順手順手順手順C・ハーネスの取付け（Ⅰ）・ハーネスの取付け（Ⅰ）・ハーネスの取付け（Ⅰ）・ハーネスの取付け（Ⅰ）    

①ガラス窓を開け、ベルトベルトベルトベルトを窓枠に通し 

 リング状に固定します。 

②バックルで長さを決めます。 

③左右ともに①の様にします。 

④通したら車ドアを閉めます。 

⑤ベルトを固定する黒いバックルは 

 車体を傷つけるおそれがある為、 

 ドアに挟まない様ドアに挟まない様ドアに挟まない様ドアに挟まない様に車内に入る様車内に入る様車内に入る様車内に入る様に 

 してください。 

①アームの穴アームの穴アームの穴アームの穴に筋交い筋交い筋交い筋交いを差し込みます。 

裏面 

④・ベルトベルトベルトベルトの先端を左右、の先端を左右、の先端を左右、の先端を左右、交互  

  に引き、ハーネスの下部が下部が下部が下部が    

        車高と同じ高さ車高と同じ高さ車高と同じ高さ車高と同じ高さまで引き上 

  げます。 

  ※ノーズのある軽（ミラ・ 

  アルト等）も同じ手順で 

  ハーネスを上げてください 

⑤・左右対称にハーネスを取付た 

  ら、余りのベルトで黒いバッ黒いバッ黒いバッ黒いバッ    

        クルに巻き付けてクルに巻き付けてクルに巻き付けてクルに巻き付けてください。 

 ※塗装面に傷を付けない為です 

 ベルトが垂れているとタイヤ 

 に巻き込んだりして危険です。 

   

左
右
交
互
に
引

い
て 

ベルト バックルの使用方法 

ワゴンR等ノーズのある車は、 

このリングを長くします。 

車高と同じ位
車高と同じ位
車高と同じ位
車高と同じ位 

①・ハーネスを車の前に置きます 

 ②・手順手順手順手順Bで出来た輪で出来た輪で出来た輪で出来た輪とハーネス 

  上部の金属の輪金属の輪金属の輪金属の輪にベルトベルトベルトベルトを通 

  し仮止めしてください。仮止めしてください。仮止めしてください。仮止めしてください。    

        ※※※※この際、バックルが車の塗 

  装面に触れないように方向 

  にベルトをかけてください。 

 ③・左右両方かけます。 



手順手順手順手順C・ハーネスの取付け（Ⅱ）・ハーネスの取付け（Ⅱ）・ハーネスの取付け（Ⅱ）・ハーネスの取付け（Ⅱ）    

⑦・下のベルト下のベルト下のベルト下のベルトの先端を左右均等にの先端を左右均等にの先端を左右均等にの先端を左右均等に    

        強く引く。強く引く。強く引く。強く引く。    

  ※強く引くことにより、 

  ハーネスの金板が車の曲面にハーネスの金板が車の曲面にハーネスの金板が車の曲面にハーネスの金板が車の曲面に    

        沿って曲がり沿って曲がり沿って曲がり沿って曲がり、使用車両に 

  合った形状に変化します。 

 ※次に ※次に ※次に ※次に上のベルト上のベルト上のベルト上のベルトにゆるみがにゆるみがにゆるみがにゆるみが    

無いか確認してください。無いか確認してください。無いか確認してください。無いか確認してください。    

⑧・余ったベルトは、切るか、ハーネ 

 ス内のウレタンの中に挿入して 

  絶対に地面に垂れないように絶対に地面に垂れないように絶対に地面に垂れないように絶対に地面に垂れないように 

 して下さい。接地したベルトにタイ 

 ヤが乗り上げ、破損の原因になりま 

 す。※ベルトを切る場合は切り口を 

 ライター等で溶かし、繊維のほころ 

 びが出ないようにしてく下さい。 

  

車の下回りで丈夫そうな箇所にベルトとフックを通して下さい。フレームフレームフレームフレームがあ

ればそこがベストベストベストベストです。ハーネスが車の形状に沿って曲がるくらい強く引いて強く引いて強く引いて強く引いて

下さい。ここが重要です。下さい。ここが重要です。下さい。ここが重要です。下さい。ここが重要です。わからない場合はわからない場合はわからない場合はわからない場合は091-1119-7222に電話してくださいに電話してくださいに電話してくださいに電話してください    

 このような丈夫な 

金属のフレーム金属のフレーム金属のフレーム金属のフレーム    

を探してを探してを探してを探してフックフックフックフック入れ入れ入れ入れ

てください。てください。てください。てください。    

    

⑥・ハーネスハーネスハーネスハーネス下部の輪輪輪輪にベルトベルトベルトベルトを   

  通し車両下部 のフレーム丈丈丈丈    

        夫な金属部分夫な金属部分夫な金属部分夫な金属部分にににに    

     フックフックフックフックを通して仮止めします  

 必ず左右ともに付けて下さい。   

ハーネスがこのハーネスがこのハーネスがこのハーネスがこの装置装置装置装置のののの最重要部分最重要部分最重要部分最重要部分になりますになりますになりますになります    

ネットでネットでネットでネットで注文注文注文注文されたされたされたされた方方方方にはにはにはには    下記下記下記下記のののの動画動画動画動画をををを    

紹介紹介紹介紹介してありますがしてありますがしてありますがしてありますが、、、、もうもうもうもう一度一度一度一度    

「「「「軽軽軽軽トラトラトラトラ    除雪機除雪機除雪機除雪機    取付取付取付取付」」」」    

でででで検索検索検索検索してしてしてして    

下記下記下記下記のののの動画動画動画動画をををを見見見見てくださいてくださいてくださいてください。。。。    

https://www.youtube.com/watch?v=dYre69kEkG4 



手順手順手順手順E・排・排・排・排    雪雪雪雪    板板板板    のののの    取取取取    付（付（付（付（1））））

①手順手順手順手順Dと同じように、アームを  

 排雪版側にあるスリットに差し込み 

 ハッチピン・ワッシャー・Rピンで 

 固定します。 

手順手順手順手順D・ア・ア・ア・ア    ーーーー    ムムムム    のののの    取取取取    付付付付    

①手順手順手順手順Aで作ったで作ったで作ったで作ったアームアームアームアームを取り  

 付けます。 

②ハーネス側にあるスリットに 

アームアームを差し込みます。 

③スリットの穴に合わせて 

 ハッチピンを差し込み 

 ワッシャーとRピンで固定 

 します。 

④左右同じ様に固定します。 

三角の「排雪版ストッパー」が付いている 

方が下です。 

ストッパーストッパーストッパーストッパー    



完完完完        成成成成        図図図図    

ベルトバックルが車体に当たる 

場合はベルトの下同包してあるゴム

の滑り止めシートを巻くようにして

挟んでください。 

完成したら上のベルト完成したら上のベルト完成したら上のベルト完成したら上のベルト    

をもう一度引いて、をもう一度引いて、をもう一度引いて、をもう一度引いて、    

ベルトにたるみが無いベルトにたるみが無いベルトにたるみが無いベルトにたるみが無い    

か確認してください。か確認してください。か確認してください。か確認してください。    

お疲れ様でした。お疲れ様でした。お疲れ様でした。お疲れ様でした。    

安全走行でお安全走行でお安全走行でお安全走行でお    

願いします願いします願いします願いします 

手順手順手順手順G・排・排・排・排    雪雪雪雪    板板板板    のののの    取取取取    付（付（付（付（2））））    

⑥バネを回して排雪版上部の排雪版上部の排雪版上部の排雪版上部の    

    バネ掛けバネ掛けバネ掛けバネ掛けにかけます。にかけます。にかけます。にかけます。 

バネ掛バネ掛バネ掛バネ掛 

⑦バネ止めバネ止めバネ止めバネ止めを上から差し込みを上から差し込みを上から差し込みを上から差し込み        

        ますますますます    

⑧⑧⑧⑧バネ止めバネ止めバネ止めバネ止めはバネフックのはバネフックのはバネフックのはバネフックの    

    外側になるようにします。外側になるようにします。外側になるようにします。外側になるようにします。    

⑨左右双方差し込んだら⑨左右双方差し込んだら⑨左右双方差し込んだら⑨左右双方差し込んだら    

    完成です。完成です。完成です。完成です。    

バネ止めバネ止めバネ止めバネ止め 

必ず、バネ掛けバネ掛けバネ掛けバネ掛けとバネ止めバネ止めバネ止めバネ止めの間

に入るようにして下下さい。 

バネ止めバネ止めバネ止めバネ止め 

バネ掛バネ掛バネ掛バネ掛 



車体とベルトが当たる箇所。 

同封の黒いゴムシートを巻くよう 

にして、車体を保護してください。 

 

ベルトを通す時は、常にバックルを常にバックルを常にバックルを常にバックルを

手にして手にして手にして手にしてバックル側をリングに通し

てください。簡単にベルトを引く事

が出来ます。 

 

地面から 

約20センチ 

ジムニーなど車高の高い車の場合、車ジムニーなど車高の高い車の場合、車ジムニーなど車高の高い車の場合、車ジムニーなど車高の高い車の場合、車

側の板（クッション付き）の下端を地側の板（クッション付き）の下端を地側の板（クッション付き）の下端を地側の板（クッション付き）の下端を地

面から面から面から面から２０センチ位２０センチ位２０センチ位２０センチ位まで落として、取まで落として、取まで落として、取まで落として、取

り付けてください。り付けてください。り付けてください。り付けてください。    

    

下部ベルトをシャーシの開口部に通し下部ベルトをシャーシの開口部に通し下部ベルトをシャーシの開口部に通し下部ベルトをシャーシの開口部に通し

た後、ベルトの先端を強く引いてくだた後、ベルトの先端を強く引いてくだた後、ベルトの先端を強く引いてくだた後、ベルトの先端を強く引いてくだ

さい。板が曲がり、車体の形状にさい。板が曲がり、車体の形状にさい。板が曲がり、車体の形状にさい。板が曲がり、車体の形状に

フィットしてきます。フィットしてきます。フィットしてきます。フィットしてきます。    

    

また、また、また、また、少しだけ試走行した後、少しだけ試走行した後、少しだけ試走行した後、少しだけ試走行した後、    

上下のベルトを増し締め、強く締め直上下のベルトを増し締め、強く締め直上下のベルトを増し締め、強く締め直上下のベルトを増し締め、強く締め直

してください。してください。してください。してください。    

これが固定されていないと、除雪機とこれが固定されていないと、除雪機とこれが固定されていないと、除雪機とこれが固定されていないと、除雪機と

車が破損の恐れがあります。車が破損の恐れがあります。車が破損の恐れがあります。車が破損の恐れがあります。    

装着する際、不明な点があれば遠慮無装着する際、不明な点があれば遠慮無装着する際、不明な点があれば遠慮無装着する際、不明な点があれば遠慮無

くお電話ください。くお電話ください。くお電話ください。くお電話ください。    

090-1119-7122        林敏之林敏之林敏之林敏之    

赤い線は 

装着ベルトです。 

 

補 足 説 明 １補 足 説 明 １補 足 説 明 １補 足 説 明 １    



手順手順手順手順G-2・アンテナ・アンテナ・アンテナ・アンテナ    のののの    取取取取    付（付（付（付（2））））    

① 

アンテナの穴の位置と排雪版の穴の位置を合わせアンテ

ナを取り付けてください。ナットはダブルナットにして

あります。同梱包のレンチで１個目を閉めた後２個目も

締めて下さい。シングルナットだと、排雪時の振動で 

ゆるみ脱落するおそれがあります。 

 

手順手順手順手順C-2・下部ベルトの取付・下部ベルトの取付・下部ベルトの取付・下部ベルトの取付    補足説明補足説明補足説明補足説明    

重要！！重要！！重要！！重要！！    

これはドライブこれはドライブこれはドライブこれはドライブ

シャフトです。シャフトです。シャフトです。シャフトです。
大変弱い部品なのでここ大変弱い部品なのでここ大変弱い部品なのでここ大変弱い部品なのでここ

にはヒモ又はフックをかにはヒモ又はフックをかにはヒモ又はフックをかにはヒモ又はフックをか

けないで下さい。けないで下さい。けないで下さい。けないで下さい。    

補 足 説 明 ２補 足 説 明 ２補 足 説 明 ２補 足 説 明 ２    



                                                        注意事項注意事項注意事項注意事項    

①①①①    除雪は除雪は除雪は除雪は歩く位の速度歩く位の速度歩く位の速度歩く位の速度    時速５時速５時速５時速５Km位位位位でお願いします。でお願いします。でお願いします。でお願いします。    

        スピードが速い状態で、障害物に接触しますと、スノープラウ本体はもちろスピードが速い状態で、障害物に接触しますと、スノープラウ本体はもちろスピードが速い状態で、障害物に接触しますと、スノープラウ本体はもちろスピードが速い状態で、障害物に接触しますと、スノープラウ本体はもちろ    

        ん車両を破損してしまうこともあります。ん車両を破損してしまうこともあります。ん車両を破損してしまうこともあります。ん車両を破損してしまうこともあります。    

        バックで後退時にありがちですが、後退中ハンドルを切り、排雪版の片側バックで後退時にありがちですが、後退中ハンドルを切り、排雪版の片側バックで後退時にありがちですが、後退中ハンドルを切り、排雪版の片側バックで後退時にありがちですが、後退中ハンドルを切り、排雪版の片側    

        を、道路標識のポールやその他障害物に接触するとを、道路標識のポールやその他障害物に接触するとを、道路標識のポールやその他障害物に接触するとを、道路標識のポールやその他障害物に接触するとベルトに負担がかかり、ベルトに負担がかかり、ベルトに負担がかかり、ベルトに負担がかかり、    

        切れる恐れがあります。切れる恐れがあります。切れる恐れがあります。切れる恐れがあります。    

        慣れない間は、ゆっくりゆっくり進行してください。慣れない間は、ゆっくりゆっくり進行してください。慣れない間は、ゆっくりゆっくり進行してください。慣れない間は、ゆっくりゆっくり進行してください。    

②②②②    段差等、障害物は、段差等、障害物は、段差等、障害物は、段差等、障害物は、斜めに入らず斜めに入らず斜めに入らず斜めに入らず真っ直ぐ、ゆっくり押してください。真っ直ぐ、ゆっくり押してください。真っ直ぐ、ゆっくり押してください。真っ直ぐ、ゆっくり押してください。    

        「車の輪留め」等、「車の輪留め」等、「車の輪留め」等、「車の輪留め」等、7㎝位は乗り越えます。㎝位は乗り越えます。㎝位は乗り越えます。㎝位は乗り越えます。堅い雪により傾斜が付いて堅い雪により傾斜が付いて堅い雪により傾斜が付いて堅い雪により傾斜が付いて    

        いる場合はその上を滑って行き、アームは上方にあがります。いる場合はその上を滑って行き、アームは上方にあがります。いる場合はその上を滑って行き、アームは上方にあがります。いる場合はその上を滑って行き、アームは上方にあがります。    

③③③③    除雪中、車の窓はベルト・バックルを噛まないようにしてください。除雪中、車の窓はベルト・バックルを噛まないようにしてください。除雪中、車の窓はベルト・バックルを噛まないようにしてください。除雪中、車の窓はベルト・バックルを噛まないようにしてください。    

        吹雪や異常にに寒いとき以外は窓は開けておいて下さい。吹雪や異常にに寒いとき以外は窓は開けておいて下さい。吹雪や異常にに寒いとき以外は窓は開けておいて下さい。吹雪や異常にに寒いとき以外は窓は開けておいて下さい。    

④④④④    取り外しは逆の要領です。取り外しは逆の要領です。取り外しは逆の要領です。取り外しは逆の要領です。    

⑤⑤⑤⑤    シーズン中は分解せず、ベルトだけ外して保管して置くことも可能です。シーズン中は分解せず、ベルトだけ外して保管して置くことも可能です。シーズン中は分解せず、ベルトだけ外して保管して置くことも可能です。シーズン中は分解せず、ベルトだけ外して保管して置くことも可能です。    

⑥⑥⑥⑥    使用しない時は、乾いた状態で保管してください。使用しない時は、乾いた状態で保管してください。使用しない時は、乾いた状態で保管してください。使用しない時は、乾いた状態で保管してください。    

        ウレタン部分が劣化します。ウレタン部分が劣化します。ウレタン部分が劣化します。ウレタン部分が劣化します。    

⑦⑦⑦⑦    エアバック装備の車で、車両やスノープラウが破損するような衝撃を受けたエアバック装備の車で、車両やスノープラウが破損するような衝撃を受けたエアバック装備の車で、車両やスノープラウが破損するような衝撃を受けたエアバック装備の車で、車両やスノープラウが破損するような衝撃を受けた    

        場合、作動する可能性があります。（当方では一度もありませんが・・）場合、作動する可能性があります。（当方では一度もありませんが・・）場合、作動する可能性があります。（当方では一度もありませんが・・）場合、作動する可能性があります。（当方では一度もありませんが・・）    

        万一エアバックが作動しても保証の対象外とさせて下さい。万一エアバックが作動しても保証の対象外とさせて下さい。万一エアバックが作動しても保証の対象外とさせて下さい。万一エアバックが作動しても保証の対象外とさせて下さい。    

⑧⑧⑧⑧    クラッチ車の場合、クラッチ車の場合、クラッチ車の場合、クラッチ車の場合、半クラッチの多用は絶対半クラッチの多用は絶対半クラッチの多用は絶対半クラッチの多用は絶対に避けてください。に避けてください。に避けてください。に避けてください。    

        クラッチに関する保証も対象外です。クラッチに関する保証も対象外です。クラッチに関する保証も対象外です。クラッチに関する保証も対象外です。    

⑨⑨⑨⑨    ４４４４WDの場合、出来るだけスタッドレスタイヤの場合、出来るだけスタッドレスタイヤの場合、出来るだけスタッドレスタイヤの場合、出来るだけスタッドレスタイヤだけだけだけだけにして下さい。にして下さい。にして下さい。にして下さい。    

        チェーンを巻くと駆動力が増し、スノープラウの耐久性を越えてチェーンを巻くと駆動力が増し、スノープラウの耐久性を越えてチェーンを巻くと駆動力が増し、スノープラウの耐久性を越えてチェーンを巻くと駆動力が増し、スノープラウの耐久性を越えて    

        しまう可能性があります。しまう可能性があります。しまう可能性があります。しまう可能性があります。    

⑩⑩⑩⑩    原則私有地のみ原則私有地のみ原則私有地のみ原則私有地のみの使用にしてください。の使用にしてください。の使用にしてください。の使用にしてください。    

        軽自動車は構造変更不可の為、道路交通法違反になります。軽自動車は構造変更不可の為、道路交通法違反になります。軽自動車は構造変更不可の為、道路交通法違反になります。軽自動車は構造変更不可の為、道路交通法違反になります。    

⑪⑪⑪⑪    排雪版は、使用しているうちに、排雪版は、使用しているうちに、排雪版は、使用しているうちに、排雪版は、使用しているうちに、両サイドが曲がってきます。両サイドが曲がってきます。両サイドが曲がってきます。両サイドが曲がってきます。    

        これは車両への衝撃を排雪版が吸収しているためです。これは車両への衝撃を排雪版が吸収しているためです。これは車両への衝撃を排雪版が吸収しているためです。これは車両への衝撃を排雪版が吸収しているためです。    

        曲がっても除雪に支障をきたしません。曲がっても除雪に支障をきたしません。曲がっても除雪に支障をきたしません。曲がっても除雪に支障をきたしません。    

    

    

よろしければよろしければよろしければよろしければ    

動画ＵＲＬをもう一度ご覧下になって下さい。 

http://kurago.jimdo.com/ 

「スノープラウ 林機械」 で検索 

 
    

    


